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『世話』のはなし

県北教育事務所 次長兼学校教育課長 佐々木義通
その１
『世話』の言葉は頻繁に耳にしたり、目にしたりする。学校に用事があって電話をすると、こちらの名

前を名乗るとほとんどの方が「いつも『お世話』になっています。」と丁寧に返してくださる。そんなに
お世話もしていないのだがと恐縮しつつも、なぜか心がほのぼのとなる。もちろん電話に出られた方の優
しさある話しぶりもそうさせているのであるが。もう一つ。いただいた年賀状を見ていると「旧年中は大
変『お世話』になりました。本年も何とぞよろしく・・・」との一文を見かけるし、自分もしっかりと使
っていた。我々は、この外にもいろいろな場面で『お世話』なる言葉を使っている。つまり、『世話』と
いう言葉に大変お世話になっているのである。
その２
『世話』をそのまま読めば「世」の「話」である。自分が使っているのとは意味が違うようであり、辞

書をひいてみた。すると、「①通俗の言葉。②世間のうわさ。③現代的・日常的または庶民的なこと。」と
あり、④として「（一説にはセワシイ（忙）」のセワからか）人のために尽力すること。面倒をみること。
また面倒をかけること。」と出てくる（広辞苑を参考）。
その３
先日、吉永小百合さんと二宮和也さん主演の「母と暮らせば」の映画を見た。二人の親子愛もさること

ながら、黒木華さん演じる小学校教員の佐多町子のことが印象に残った。ある日、町子は受け持ちの子ど
もに付き添って復員局に行った。そこで、その子が復員局で祖父に代わって自分の父親の戦死の知らせを
聞くのを見て、いっしょに涙ぐむという場面である。現代の学校の先生方も着替えの苦手な子どもを手伝
ったり、休みがちな子どもの家庭訪問をしたりとたくさんの世話をしてくださっている。休日には、部活
動の世話をされている先生方をよく見かける。子どもたちは、町子先生に限らず学校の先生に親身になっ
てお世話していただいたことを一生忘れないだろう。
その４
職場の離任式。ほとんどの方々が「お世話になりました。」を用い、感謝を述べる。もちろん、離任す

る方も、送る方もである。そして、互いに涙を流されることも。このときの『お世話』は、心から述べて
おられるのだろう。そして、指導案を書くのに夜遅くまで付き合っていただいたこと、パソコンの使い方
を教えていただいたこと、重い荷物を教室まで運んでいただいたこと、自分の悩みを聞いていただいて励
ましてもらったこと等々を走馬燈のように思い返しているのかも知れない。このとき、自分もこうした場
面にいられて本当によかったと心から思う。
その５（まとめに代えて）
最近、学校を訪問させていただくと、「チーム○○小」「チーム○○中」などという言葉をよく耳にする。

さらには教職員全員が同じシャツを身に着けている学校もあった。先生方の仲のよさを感じてしまうし、
うらやましく思ってしまう。ところで、「チ
ーム○○」は言葉だけではできないはずだ。
先生方、そして子どもたちとの心のつながり、
いわゆる固い「絆」がその根底になければな
らないはずである。それを実現させているの
は、先生方同士の『お世話』のし合いであり、
町子先生のような子どもたちへの親身になっ
た『お世話』なのだろうと私は思う。最近、
文部科学省では『チーム学校』なるものを進
めようとしている。県北教育事務所では「チ
ーム県北」である。多少、ニュアンスは違う
かも知れないが、学校が先取りだったのでな
いかと思ってしまう。
その６（最後に）
私は、自慢できるほどの不器用者である。
右の挿絵は、我が教育事務所の岩野政二指

導主事に『お世話』になった。感謝、感謝。
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学校教育課（指導）

第２回学力向上推進研究協議会
２月４日（木）中学校、特別支援学校、教育委員会、

５日（金）小学校の教頭先生を対象に県教育センター
で、各学校の学力向上策の効果的な実践を図るために、
学力向上推進研究協議会を開催しました。概要は次の
とおりです。

１ 講義
(1)「確かな学力の向上をめざして」
・平成２７年度の要請訪問を振り返って
・平成２８年度の指導の重点全体構想等

(2)「福島県学力調査の結果を受けた全校体制によ
るＰＤＣＡサイクルの推進」
・福島県学力調査の結果を受けた取組
・全校体制を進めるためのチェックシートの活用
・チェックシートによる自校の分析（演習）

２ 実践報告
（学力向上のための「つなぐ教育」推進事業）

○ 桑折町立醸芳中学校区
発表者 教頭 齋藤 勇雄（醸芳中学校）

○ 二本松市立岩代中学校区
発表者 教頭 大内 晋（岩代中学校）

○ 本宮第一中学校区
発表者 教頭 三津間勝彦（本宮第一中学校）

３ 研究協議
同じ学校規模で小グループを作り、持参資料「学

力向上プラン」を基に取組の実際と考察、今後の方
策等について熱心な協議が行われました。
自校の実態に応じた

手立てを取り入れて学
力向上策の改善に役立
てていただければと思
います。

小学校体育専門アドバイザー派遣事業

「元気を学校へ届けます」をモットーに

今年度から始まった新規事業でしたが、域

内のほとんどの小学校へ派遣・訪問するこ

とができました。御理解・御協力をいただ

きありがとうございました。

提出していただいたアンケートには、子

ども達が運動する楽しさを感じて活動して

いた様子が書かれており、学校に少しでも

元気を届けることができたと感じておりま

す。アンケートの一部を紹介します。

○ 授業のサポートに関する感想

改訂運動身体づくりプログラムにおけ

るちょっとした工夫（場や方法）を教え

ていただき、子どもたちが新鮮さを感じ

ながら運動できた。

○ 自由遊びの支援に関する感想

全校児童を対象に、鬼ごっこや体幹を

鍛える運動など、皆で体を動かす楽しさ

を味わわせていただきました。

今後も、子どもたちが運動す

る楽しさを感じることができる

ように支援していきます。

平成２７年度第４４回福島県教職員研究論文入賞者表彰式

今年度、県北域内では８点の応募があり、特選１点、入選１点が入賞しました。
いずれの論文も「生きる力」の育成を目指して、子どもたちが自ら課題もって解決に立ち向かう

ための取組が具体的に論じられていました。
受賞、応募された個人、団体は次のとおりです。

【特選】
ｸﾞﾙｰﾌﾟ研究 福島市立福島第四小学校 通級指導教室
研究主題 チームとしての成長をめざす通級指導教室の新担当者研修のあり方

【入選】
共同研究 伊達市立保原小学校 校長 佐藤 喜夫
研究主題 人とかかわりながら課題を解決できる子どもの育成

～「学び合い」を中心として～ Part3

＜応募者＞
個人研究 学習指導 伊達市立小手小学校

教諭 川村 国央
個人研究 特別活動 国見町立国見小学校

教諭 髙橋 秀幸
個人研究 学習指導 二本松市立油井小学校

教諭 根本 芳宏
協同研究 学習指導 本宮市立和田小学校

校長 岡部 智
個人研究 学習指導 本宮市立和田小学校

教諭 橋本 純
個人研究 特別支援教育 本 宮 市 立 岩 根 小 学 校

教諭 斎藤 陽子
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総務社会教育課（社会教育）

「学校・家庭・地域連携サポート事業」 学校支援実践研修会
１１月１７日（火）に国見町立国見小学校において本研修会を実施しました。事業への理解を深め、学

校支援事業関係者の資質の向上を図ることを目的とし、学校支援に携わるコーディネーターやボランティ

ア２８名が参加しました。学校支援事業の先進的な取組の実施状況を見学し、成果や現状についての協議

を通して実践を学びました。国見町地域コーディネーター中野由起子氏には今年度の４８回の支援活動に

ついて報告をしていただき、相馬市地域コーディネーター加藤潤一氏に

はこれまでの支援活動、支援プロセスなどについて実践発表をしていた

だきました。それぞれの取組に対して、活発な質疑応答がなされました。

また、ボランティアの方から、子どもとふれあうことが楽しいといった

発表や民話を伝えていくことを大切にしたいといった発表がありまし

た。学校と地域が連携した活動の大切さを感じることができ、今後の活

動にもつながる充実した研修になりました。

危 機 意 識 の 高 揚

本年度「『飲酒運転・わいせつ・体罰』をゼロにする」を重点目標に掲げ、各学校で「不祥事根
絶のための行動計画」の策定・実行に取り組んでもらいましたが、当域内でも不祥事が発生してし
まいました。年度末を迎えるこの時期、１２月末開催された緊急校長会議の内容を各学校で再確認
いただくとともに、特に次の点について注意し、職員一人一人の危機意識高揚を図るようお願いし
ます。
□ 不祥事防止のために
○ 「不祥事根絶のための行動計画」の検証を行い、服務倫理委員会の充実・改善を図る。
○ 「信頼される学校づくりを職場の力で」の最新事例やチェックリスト、通知等を活用する。
○ 普段から風通しのよい職場づくり、同僚性を生かしたセーフティーネットの構築に努める。

□ 事故の未然防止のために
(1) 交通事故防止

前方・後方の確認不足、歩行者の確認遅れ等ちょっとした気の
緩みが事故につながります。今後路面凍結や積雪にも注意が必要
です。時間と心に余裕をもって安全運転を行いましょう。さらに、
歓送迎会等飲酒を伴う会合も増える時期です。引き続き声を掛け
合い飲酒運転の根絶に取り組みましょう。

(2) 情報管理の徹底
事務処理が繁雑になる時期です。紙媒体、電子媒体を問わず、各種情報の紛失・流失防止に

細心の注意をお願いします。
～ お知らせ ～
・ 本年度「新たな人事評価制度」の試行が行われました。平成２８年度からの本格実施を前に、
自身のステップアップに生かすことができるよう制度の趣旨や流れについてもう一度確認をお
願いします。次年度も校長・教頭を対象とした研修会が予定されています。

～ ふれあいを 未来へつなぐ 十七字 ～ 十七字のふれあい事業

今年もたくさんの御応募をいただきまして、ありがとうございました。
県北域内では、３，１０３組の応募があり、県全体では３８，５９４組
ありました。
県北域内の入賞作品を御紹介します。

【優 秀 賞】かためでも 母のおにぎり おいしいよ （ 粟野小３年 太田 大輝 ）
頑張れと 力が入る ひとにぎり （ 母 太田 恵子 ）

【佳 作】 たからもの かいでつくった ぺんだんと（ 玉井小１年 のうちかいせい ）
貝拾い 喜ぶ姿が 宝物 （ 母 野内 智子 ）

なお、平成２７年度「十七字のふれあい事業」県北域内優秀作品（８作品）及び県北域内選考作品（１
４３作品）は県北教育事務所のホームぺージ（http://www.kenpoku-eo.fks.ed.jp)で御覧いただけます。
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